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●

清
凉
寺

●

宝
筐
院

●

二
尊
院 ●

落
柿
舎

●

常
寂
光
寺

●

仏
野
念
仏
寺

●

嵯
峨
村
雲
別
院

●

祇
王
寺

●

嵯
峨
嵐
山
駅小

倉
池

嵯
峨
釈
迦
堂
前（
バ
ス
）

ト
ロ
ッ
コ

嵐
山
駅

ト
ロ
ッ
コ

嵯
峨
駅

嵐
電
嵯
峨
駅

竹林の
道

丸太町通丸太町通

JR 山陰本線

大
覚
寺

観
音
院

北
▲

至天竜寺 至嵐電嵐山駅・嵐電嵯峨駅

至化野念仏寺

桂川

嵯
峨
野  

慈
悲
、
慈
愛
の
御
寺  

K
O

O
K

A
I 電車………
バス………
タクシー…

JR嵯峨野線（山陰本線） 嵯峨嵐山駅下車  徒歩20分
大覚寺行き  嵯峨釈迦堂前下車  徒歩10分
JR京都駅  約30から40分
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真言宗御室派  観音院
郵便  616─8426
京都市右京区嵯峨二尊院門前往生院町5─2
電話 075─861─8550  電送 075─862─1415
mail: in fo@kannon-in-kyoto.org
http://www.kannon-in-kyoto.org

二
十
三
日(

金)

◆
空
海
学
会(

嵯
峨
野
・
観
音
院)

二
十
四
日(

土)

◆
空
海
道
を
步
く(

神
護
寺
〜
大
覚
寺)

二
十
五
日(

日)

◆
阿
字
観(

嵯
峨
野
・
観
音
院)

会
場
は
寺
院
本
堂
&
千
体
観
音
堂
で
す
が
、入
場
人
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

物
理
的
に
超
過
が
出
ま
し
た
ら
立
ち
見
ま
た
は
入
場
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
裏
面
記
載
ま
で
。

嵯
峨
野
・
京
都

観
音
院（
真
言
宗
・
御
室
派
寺
院
）

二
十一日(

水)

◆
終
い
弘
法(

東
寺) 

二
十
二
日(

木)

◆
冬
至

二
十
五
日(

日)
阿
字
観

嵯
峨
野
・
観
音
院

「
遍
照
金
剛
」と
も
呼
ば
れ
い
ま
も「
お
大
師
さ
ま（
弘
法
大
師
）」と
親
し
ま
れ
て
い
る「
空
海
」さ
ん
の
幼
少
期
、

俗
名
は「
真
魚
」……

つ
ま
り
、

〞

サ
カ
ナ
〞だ
った…

…

生
ま
れ
た
て
の
冬
至
の
太
陽
の
光
の
下
で
、魚
の
変
身
か
も
し
れ
ない
空
海
さ
ん
の
足
跡
を
辿
って
み
た
い…

へん
じ
ょ
う
こ
ん
ご
うマオ

〞

一
陽
来
復
〞の『
冬
至
』は
太
陽
祭
儀
。

復
活
し
た
新
生
の
太
陽
の
光
を
う
け
て【
空
海
の
三
日
間
】が
は
じ
ま
る…

混
迷
の
時
代
。ど
っぷ
り
空
海
。

空
海
研
究
の一
人
者
、武
内
孝
善
先
生
と
過
ご
す

空
海
の
三
日
間
で
す…

混
迷
の
時
代
。ど
っぷ
り
空
海
。

空
海
研
究
の一
人
者
、武
内
孝
善
先
生
と
過
ご
す

空
海
の
三
日
間
で
す…

觀kan

音non

樂raku

❹

十
二
月

会
場
／

嵯
峨
野
・
観
音
院
本
堂

●
十
三
時
〜

護
摩
法
要

観
音
院
住
職

白
石
慈
恵
尼

副
住
職

祐
佳
尼

﹇
休
憩
﹈

●
十
三
時
四
〇
分
〜

十
四
時
四
〇
分

阿
字
観

指
導
：
武
内
孝
善
師

﹇
休
憩
﹈

●
十
五
時
〜
十
六
時

『
わ
れ
わ
れ
は

い
か
な
る
存
在
か

―

お
大
師
さ
ま（
空
海
）の

人
間
観―

』

講
演
：
武
内
孝
善
師

主
催
／
観
音
院

★
参
加
費
：
二
〇
〇
〇
円

詳
細
は
参
加
決
定
後
お
伝
え
し
ま
す
。

密
教
瞑
想

（
メ
ディ
テ
ーション
）

ク
ーカ
イ

バンシ
キ

ア

ジ

カン



清
滝
川

高
雄神護

寺

嵯
峨
野

大
覚
寺

空
海
道

二
十
三
日(

金)
空
海
学
会

嵯
峨
野
・
観
音
院

二
十
四
日(

土)

空
海
道
を
步
く

神
護
寺
〜
大
覚
寺

大
唐
・
長
安
の
都
か
ら
嵐
の
波
濤
を
乗
り
超
え
数
多
の
密
教
経
典
を
積
載
し
て
帰
国
し
た
空
海
。

平
安
京
へは
西
北
の
高
尾
山
寺（
神
護
寺
）を
道
場
に
居
住
。

時
の
若
き
天
皇
、嵯
峨
天
皇
が
大
沢
の
池
の
ほ
と
り
に
別
荘
を
築
い
た
。嵯
峨
院（
大
覚
寺
）だ
。

高
尾
山
寺
と
嵯
峨
院
。

そ
の
あ
い
だ
を
結
ぶ
よ
う
に
清
滝
川
の
清
冽
な
せ
せ
ら
ぎ
が
い
ま
も
寸
分
か
わ
ら
ず
流
れ
て
い
る
。

み
な
ぎ
る
空
海
の
脚
足
で
は一
時
間
足
ら
ず
の
距
離
か
。せ
せ
ら
ぎ
を
魚
の
よ
う
に
涉
り
步
い
た
姿
が
眼
に
う
か
ぶ
よ
う
だ
。

空
海
さ
ん
と
嵯
峨
天
皇
の
親
交
が
は
じ
まった…

…

国
際
都
市『
長
安
の
都
』か
ら
わ
が
国
に
丸
ご
と
持
ち
か
えった〞

国
際
感
覚
の
響
き
〞の
総
体
が
嵯
峨
天
皇
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
曼
荼
羅
を
観
想
し
、マン
ト
ラ
を
誦
し
、は
る
か
西
方
の
文
化
を
も
天
皇
に
伝
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

嵯
峨
天
皇
と
空
海
は
わ
が
国
の〞

グ
ラン
ド・デ
ザイン
〞を
曼
荼
羅
の
よ
う
に
語
り
合
った
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

聡
明
な
嵯
峨
天
皇
が
雅
楽
を
好
ん
だ
こ
と
も
知
ら
れ
る
の
で
す
が
、

長
安
の
国
際
的
で
自
由
な
雰
囲
気
の
な
か
に〞

雅
楽
、舞
楽
〞が
流
れ
て
い
た
こ
と
は
当
時
の
漢
詩
に
も
描
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

清
滝
川
の
せ
せ
ら
ぎ…

こ
ん
に
ち
の「
神
護
寺
」か
ら
嵯
峨
天
皇
の「
大
覚
寺
」。

空
海
さ
ん
の
步
い
た
、涉
った
せ
せ
ら
ぎ
の
道
。

空
海
さ
ん
の
足
跡
を
辿
り
涉
り
ま
せ
ん
か
。

水
先
案
内
人
は
空
海
研
究
の一
人
者
、武
内
孝
善
先
生
。

混
迷
の
時
代
。ど
っぷ
り
空
海
。

空
海
研
究
の一
人
者
、武
内
孝
善
先
生
と
過
ご
す

空
海
の
三
日
間
で
す…

觀kan

音non

樂raku

❹ 令
和
四
年
度

空
海
学
会
学
術
大
会

主
催
／
空
海
学
会

会
場
／
嵯
峨
野
・
観
音
院
本
堂

●
十
一
時
三
〇
分
〜
二
〇
時
三
〇
分

開
会
式

●
十
一
時
三
〇
分   

受
付
開
始

●
十
二
時
二
〇
分  

会
長
挨
拶

神
護
寺
〜
大
覚
寺
歴
史
散
策

一
〇
時
〜
十
六
時

﹇
一
部
﹈神
護
寺
参
拝

﹇
二
部
﹈神
護
寺
か
ら
大
覚
寺
ま
で

●
一
〇
時
、
神
護
寺
山
門
前
集
合

神
護
寺
大
師
堂
な
ど
特
別
拝
観
を

空
海
博
士
、武
内
孝
善
先
生
の
解
説
に
よ
る

●
十
二
時
、
昼
食（
弁
当
）

●
十
二
時
三
〇
分
、
神
護
寺
出
発

清
滝
川
沿
い『
空
海
道
』を
涉
覧
し
嵯
峨
天
皇
の
大
覚
寺
へ

●
十
五
時
三
〇
分
、
大
覚
寺
参
拝
　

●
十
六
時
、
大
覚
寺
駐
車
場
解
散

主
催
／
観
音
院

★
参
加
費
：
三
〇
〇
〇
円

（
特
別
拝
観
料
＋
弁
当
、茶
ほ
か
）

詳
細
は
参
加
決
定
後
お
伝
え
し
ま
す
。

お
申
し
込
み
先
着
順
、定
員
次
第
〆
切

学
術
大
会
・
研
究
発
表

●
十
二
時
三
〇
分
〜
十
五
時

﹇
記
念
講
演
﹈

●
十
五
時
二
〇
分
〜
十
七
時

武
内
孝
善（
空
海
学
会
会
長
）

『
嵯
峨
天
皇
宸
筆
の﹇
般
若
心
経
﹈と
疫
病
』

★
一
般
参
加
可

参
加
費
：
一
〇
〇
〇
円（
資
料
代
）

詳
細
は
参
加
決
定
後
お
伝
え
し
ま
す
。お
申
し
込
み
先
着
順
、定
員
次
第
〆
切

学
会
お
問
い
合
わ
せ
先
：

〒
三
二
一‐

四
二一四  

栃
木
県
芳
賀
郡
益
子
町
益
子
四
〇
六
七‐

二
〇

空
海
研
究
所
内
　
空
海
学
会
事
務
局

電
話
・ファッ
クス
：
〇
二
八
五‐

八
一‐

三
三
三
四

E
メ
ール
：takeuchi@

koyasan-u.ac.jp

盤
涉…

… 〞

バンシ
キ
〞と
読
ま
せ
ま
す
が
、

『
管
弦
音
義
』で
も
五
行
宇
宙
の〈
北
〉の
方
位

「
玄
武
」に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ファイ
ブ・エレメンツ
で
は
木
火
土
金
水
の

〈
水
〉に
当
て
ら
れ
季
節
は〈
冬
〉。

厳
冬
の《
白
銀
の
盤
上
》を
錫
杖
か
た
て
に

ひ
と
り
涉
覧
す
る
姿

「
空
海
、少
年
の
日
好
ん
で
山
水
涉
覧
せ
し…

」が

目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

五
大
に
み
な
響
き
あ
り

十
界
に
言
語
を
具
す

六
塵
こ
と
ご
と
く
文
字
な
り

法
身
は
こ
れ
実
相
な
り

　
　
　
　【
聲
字
実
相
義
】

し
ょ
う
じ

ば
いさ

ん
げ

ぼ
ん
の
ん

し
ゃ
く
じ
ょ
う

【
四
箇
法
要
】を

構
成
す
る
の
が
四
つの

「
唄
」、

「
散
華
」、

「
梵
音
」、

「
錫
杖
」

作
法
な
の
で
あ
った
。

【
五
音
七
聲
】

宮
＝
土
、商
＝
金
、角
＝
木
、徴（
ち
）＝
火
、羽
＝
水
と
そ
れ
ぞ
れ
五
音
に
は
五
行
が
配
さ
れ
る
。

©『管弦音義』 写：嘉永４年  鷹司本  相生輪轉圖（宮内庁  図書寮文庫所蔵）

『
呂
氏
春
秋
』の
音
律
篇

の
音
律
篇

龍
笛

黄
鐘
生
林
鐘


